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研究成果の概要 

本年度は主に、tCPB 構造の高度化と摩耗機構の理解に関して更なる深化に取り組んだ。①「も

のづくり」では、高耐久化に向けて、2ndポリマーネットワーク導入、逐次その場重合によるヘテロ層

構造化、反応性官能基を起点とした架橋ネットワーク拡張などに成功した。適切な分子設計により、

潤滑特性を損なうことなく、これらのハイブリッド化等を達成できており、下記確立したコンビナトリア

ル摩耗計測よる耐久性評価へと展開する予定である。②「精密計測」では、独自設計試験機により

コンビナトリアル摩擦摩耗計測に成功し、その有効性を実証できたことは大きな武器を得たと考え

ている。また、膨潤特性によるイオン液体中の摩擦摩耗制御に成功し、ストライベック曲線ショルダ

ー発生要因の実験的検証を進めるとともに、マルチモーダル計測による CPB 摩耗の時空間発展

を把握することに成功し、圧縮剪断場での多様な情報の取得が可能となった。これらの成果は、下

記の理論・シミュレーション研究を進める上で有用なデータとなっている。③「理論」では、粘弾性フ

ァンデーション理論を拡張／高度化して、力学システム応答解析を実施するとともに、摩擦と摩耗

の時空間発展を記述することに成功した。これにより、摩耗と深く関わる摩擦系の安定性・不安定

性に関する新たな知見を得るとともに、摩耗を劇的に抑制する指針を提示した。④「シミュレーショ

ン」では、粗視化分子動力学法により、分子鎖切断と溶媒流れの相関を議論するとともに、架橋の

効果を露わに検証することに成功した。また、粘弾性ファンデーションモデルの開発に向けた摩擦

メカニズム情報の提供と全原子分子動力学シミュレーション解析の基盤構築を実施した。 

これらの成果は、グループ間連携により「ものづくり」⇔「精密計測」⇔「理論」⇔「シミュレーション」

の相互フィードバックが有効に機能した証であり、摩耗階層性の理解に向けて順調に進捗している。 
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